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大会日程 
 

会場：大正大学 
 
▼第 1 日 2008 年 9 月 6 日（土） 
 

09：30～ 受付開始 10 号館（1F エントラ

ンス） 
自由報告（1）  

 A.  出生・次世代育成支援 （1031 教室）  

 B.  性役割 （1032 教室）  

  

10：15～12：45 

テーマセッション 
 NFRJ と国外データを使った国際比較研究への招

待 

（1021 教室）  

12：45～14：00 昼休み 

編集委員会  

研究活動委員会  

NFRJ 委員会  

庶務委員会 

 

１号館２F（125） 

１号館２F（122） 

１号館２F（会議室２）

２号館２F（234） 

自由報告（2）  

 C. 海外研究 （1031 教室）  

 D. ライフコース （1032 教室） 

  

14：00～16：30 

テーマセッション 
 いま父親の役割を問う 

（1021 教室）  

16：40～17：00 会長講演 （1021 教室） 

17：00～18：20 総会 （1021 教室） 

18：30～20：00 懇親会 ２号館８階 
 
▼第 2 日 2008 年 9 月 7 日（日） 
 

09：15～ 受付開始 10 号館（1F エントラ

ンス） 

自由報告（3）  

 E.  家族規範 （1031 教室） 

 F.  再生産・世代間関係・家族変動 （1032 教室）  

  

09：30～12：00 

国際セッション 
東アジアの家族 
―East Asian Social Survey 2006 を用いて― 

（1021 教室） 

12：00～13：00 昼休み 

NFRJ08 実行委員会 
 

１号館２F（会議室２）

13：00～16：15 シンポジウム 
 経済の階層化と近代家族の変容 

―子育ての二極化をめぐって― 

（1021 教室） 

 



  

大会プログラム 
 

第 1 日 9 月 6 日（土） 
 
 

 
受付開始（10 号館 1F エントランス）               9:30 − 
 
午前の部                           10:15-12:45 
 
自由報告（1） 
 
A. 出生・次世代育成支援 （1031 教室）           司会 原俊彦（札幌市立大学） 

日本における子どもの性別選好：その推移と出生意欲との関連  守泉理恵（国立社会保障・人口問題研

究所） 
少子化研究の動向と自治体の子育て環境  工藤豪（日本大学文理学部人文科学研

究所） 
保育所における看護職の位置づけ－病児・病後児保育所に

おける看護師が直面する違和感 
 田中（藤原）弓子（高松短期大学） 

ヴィネット調査による次世代育成支援策が出産意向に与える効

果の分析 
 松田茂樹（第一生命経済研究所） 

   
B. 性役割  （1032 教室）                     司会 田中重人（東北大学） 

労働時間の構成－職場・家庭・性別役割分業の視点から  岩下好美（お茶の水女子大人間文化創

成科学研究科） 
女性就業者のワーク・ライフ・バランス―育児期以外のラ

イフステージに着目して 
 近内直美・坂本有芳・W.A.スピンクス

（東京理科大学） 
役割保有、性差、飲酒行動  植村良太郎（インディアナ大学） 

   
テーマセッション （1021 教室）  
 

NFRJ と国外データを使った国際比較研究への招待       司会 福田亘孝（青山学院大学） 
 

NFRJ と NSFH を用いた国際比較研究とその舞台裏―「ディ

ストレス尺度の日米比較」を事例として 
家族意識の日台比較分析－日本と台湾の公開データを利

用して 

 菊澤佐江子（法政大学） 
 
井田瑞江（関東学院大学） 

家族形成パターンの国際比較：日本とヨーロッパ  福田亘孝（青山学院大学） 
 

昼休み  （各委員会）                    12:45-14:00 
 
  



  

 

午後の部                          14:00-16:30 
 

自由報告（2） 
 
C.海外研究    （1031 教室）                司会 永井暁子（日本女子大学） 

スウェーデンにおける離別後の養育・居所・面会 
 －「子どもの最善の利益」視点から裁判訴訟ケース分析

 善積京子（追手門学院大学） 

スウェーデンにおける子どもの虐待対策－子どもの最善

の利益と権利擁護の視点から 
 高橋美恵子（大阪大学） 

現代のタイ社会における女性の就労継続と“性別役割分業意

識”の意義 
 アッチマー・ワッチャラーポン 

（神戸学院大学大学院） 
「家族」に「制度外社会保障制度」としての役割を期待でき

るか？－タイの「家族開発」の事例から 
 江藤双恵（獨協大学） 

 
D． ライフコース  （1032 教室）                  司会  岩上真珠（聖心女子大学） 

10 代で結婚した男女の現在の生活状況からの一考察－

「NFRJ03」の調査結果を用いて 
 杉山智春（神戸学院大学大学院） 

富裕層妻のライフコース分析  小林淑恵（慶應義塾大学産業研究所）

子ども離家後の夫婦の趣味が Empty 感に与える影響につい

て―趣味に対する理解・サポートと夫婦関係満足度の視

点から 

 花形美緒（お茶の水女子大学大学院）

中年期の危機的移行と世代間関係  梁明玉・羽根文・于建明（お茶の水女

子大学）楊雪（慶應義塾大学） 
 
テーマセッション （1021 教室）  
 
いま父親の役割を問う                      司会  石井クンツ昌子（お茶の水女子大学）

夫の育児・家事参加と夫婦関係に対する夫婦間の認識の比

較 
 中川まり（お茶の水女子大学大学院）

子どもの習い事を媒介とする父親の育児参加に関する研究

－スイミングスクールを対象とした調査から 
 佐々木卓代（お茶の水女子大学大学

院） 
父親の子どもへのコミットメントを規定する要因―

Rusbult 理論の拡張モデルを専業主婦家庭に用いて 
 加藤邦子（お茶の水女子大学人間文化

研究科・日立家庭教育研究所） 
コメンテーター  松田茂樹（第一生命経済研究所） 

   
   

 

会長講演（1021 教室）                     16:40-17:00 
 
 

総会   （1021 教室）                   17:00-18:20 
 
 

懇親会 （２号館８階）                   18:30-20:00 



  

 

第 2 日 9 月 7 日 
 
受付開始（10 号館 1F エントランス）              9:15− 
 
午前の部                            9:30-12:00 
 
自由報告（3） 
 
E．家族規範 （1031 教室）                     司会 牟田和恵（大阪大学） 

家族は崩壊したのか？―ヴァーチャル空間における家族

理念の再生産 
松浦由美子（名古屋大学大学院） 

墓所に対する家族の意識 安藤喜代美（名城大学） 
ペットが家族になるまで―兵庫・神戸の公営住宅と東京

都営住宅を事例に 
山地久美子（神戸市外国語大学） 

近代日本における「避妊」の受容と家族の情緒化－女性
雑誌の言説分析を中心に 

宮坂靖子（奈良大学） 

  
 
F.  再生産・世代間関係・家族変動（1032 教室）         司会  田淵六郎（上智大学）  

子どもの成績に対する地域の影響―家庭の影響との交互

作用効果に着目して 
新城優子（名古屋大学大学院） 

人的資本再考―文化的再生産の視角から 亀井あかね（東北工業大学） 
日本の老親介護に見られる家族戦略―ある親子 2世代の

女性の生活史から 
楊雪（慶應義塾大学大学院） 

家族変動論再考――戦後農村―都市移動者の追跡調査を通
じて 

奥井亜紗子（日本学術振興会） 

ベビーブーマーの近居観をめぐって－家族構造論を手が
かりとして 

中尾暢見（日本大学文理学部） 

 
 
国際交流セッション   （1021 教室） 
 

東アジアの家族―East Asian Social Survey 2006 を用いて 
 

   司会 岩井紀子（大阪商業大学） 
 

Are Simi-Matched Marriages More Stable ?: An Analysis on 
Marital Matching Structure and Divorce Risk 

Yilong Lu（Renmin University of China）

Shifting Trends and Variety of Mate Selection in East Asian 
Countries: Findings from EASS 2006 

 

筒井淳也（立命館大学） 
Yu-hua Chen 
 (Taiwan National University) 
Chi-young Koh 
 (Sungkyunkwan University) 

An Analysis of Balance between Support for Husbands’
Parents and that for Wives’ Parents: A Comparative Study in 
East Asia based on EASS 2006 

保田時男（大阪商業大学） 
岩井紀子（大阪商業大学） 

Lineage Difference in Intergenerational Support Relationships: 
A Comparison between Korea and Japan 

 

Gyoung-hae Han 
（Seoul National University） 
Sang-Wook Kim 
 (Sungkyunkwan University) 



  

 

昼休み                           12:00-13:00 
 

午後の部                          13:00-16:15 
 

シンポジウム （1021 教室） 
 

経済の階層化と近代家族の変容               司会  渡辺秀樹（慶応義塾大学） 
―子育ての二極化をめぐって                          山田昌弘（中央大学） 

子育て家庭の世帯年収の減少と子育ての現状 後藤憲子（ベネッセ次世代育成研究所）

格差社会と小･中学校受験―受験を通じた社会的閉鎖、
リスク回避、異質な他者への寛容性 

片岡栄美（駒沢大学） 

母子世帯における「子どもの貧困」と教育保障 
 ―子どものライフチャンスと貧困の世代的再生産 

湯澤直美（立教大学） 

 討論者 竹村祥子（岩手大学） 
吉川徹（大阪大学） 

 

連絡事項 
1．参加にあたって 
• できれば事前に参加費の振り込みをお願いします。事前振込みの参加費は報告要旨集込みで、一般

会員 4,000 円、学生会員 3,000 円です（当日参加の場合の参加費は、一般 4,500 円、学生 3,500 円）。

下記の郵便振替口座へ同封の振込用紙（手数料無料）にて8 月 20 日までに振り込みをお願いいた

します。振り込み後大会にご出席できなくなった場合、報告要旨集は後日郵送いたしますが、参加

費の払い戻しはご容赦ください。 
• 非会員で参加をご希望の方は、大会当日に受付までお申し出ください。非会員の方の参加費は、一

般 4,500 円、学生 3,500 円です。 
• 大会の参加受付は、第 1 日目（9 月 6 日）は午前 9 時 30 分、第 2 日目（9 月 7 日）は午前 9 時 15

分からです。 
 
2．大会報告要旨集 
• 大会当日受付でお渡しいたします。大会に欠席で要旨集をご希望の方は、大会参加費と同様、一般

会員 4,000 円、学生会員 3,000 円（送料含む）を下記の口座にお振り込みください。後日、郵送い

たします。  
 
3．懇親会 
• 大会第 1 日目（9 月 6 日）午後 6 時 30 分より、会場内にて懇親会を開催いたします。会費は事前振

込みの場合、一般会員 4,000 円、学生会員 2,000 円（当日支払いは一般 4,500 円、学生 2,500 円）で

す。参加をご予定の方は、大会参加費とともに事前振込みをお願いいたします。懇親会費も、ご欠

席の場合の払い戻しはいたしませんので、ご了承ください。  
 
4．昼食 
• 事前の参加手続きの際に、弁当のご予約を承ります。代金は 1 日目、2 日目各 1,000 円です。弁当

を希望される方は、大会参加費とともに事前振込みにてご予約をお願いいたします。大会当日の弁

当のご注文は受けかねますのでご注意ください。なお、大学の周辺にはコンビニエンスストアや飲

食店などがいくつかあります。大会当日、それらの簡単な所在図を用意する予定です。 
 



  

5．参加費・懇親会費・弁当代振込先 

 郵便振込口座番号：00100―1―632263  口座名称：第 18 回日本家族社会学会大会実行委員会 
一般：大会参加費（4,000 円）・懇親会費（4,000 円）・一日目弁当代（1,000 円）・二日目弁当代（1,000 円） 
学生：大会参加費（3,000 円）・懇親会費（2,000 円）・一日目弁当代（1,000 円）・二日目弁当代（1,000 円） 

 
6．研究報告者の方々へ 
• 自由報告の報告時間は 20 分、質疑応答は 10 分です。 
• 大会当日の配布資料は、国際セッションおよびテーマセッションは 80 部程度、自由報告は 50 部程度を

各自でご用意ください。会場での個別のコピー・サービス、配布資料の会場への事前送付には対応

できかねますので、ご了承ください。 
• 報告用の機器としては、Windows PC による MS-Office（PowerPoint）をご用意いたします。 
• PowerPoint 等の使用に関しましては、以下の点にご留意ください。 

a. 開催校では報告者の希望に添って、最大限の準備と協力をいたしますが、機器操作の結果につ

きましては報告者の自己責任でお願いします。また、万が一機器が作動しない場合に備えて、

複写して参加者に配布できる印字原稿を用意いただくなど、次善の方策もお考え下さい。  
b. 機器を使用する報告者は、部会開始 20 分前に報告会場となる教室におこしください。機器使

用に関する準備・打ち合わせなどを行ないます。  
c. 開催校では、プロジェクターに接続済みのノートパソコン（いずれも Windows XP , Micro Soft 

Office Power Point 2003 (ppt 形式)）をすべての部会の教室に用意します。データは USB メモリ

ーに記録してお持ちください。なお、ご自分のパソコンを持ち込んで使用される場合には、接

続に多少の時間が必要となることをご承知おきください。   
 
7．ホテル 
• すでにニュースレターでもお知らせしましたとおり、各自でご予約をお願いいたします。 
 
8．大会期間中の託児室の設置について 
• 大会期間中、大正大学内に託児室を設置いたします。「特定非営利活動法人 保育サービス つくし

んぼ」から、保育者〔(財)女性労働協会による「保育サービス講習会」を受講した者〕を派遣して

もらいます。すでに利用を申し出られた方には詳細を別途お知らせします。新たに利用を希望する

方は、大正大学・藤見純子メールアドレス（s_fujimi@mail.tais.ac.jp）宛、8 月 20 日までにお申し込

みください。託児料金はお子さん１人 1日 2,000 円です。 
 
9．その他 
• 大会に関してご不明な点などありましたら、大正大学・澤口恵一（k_sawaguchi@mail.tais.ac.jp）宛

にメールにてお問い合わせください。 
 



会場案内
 
＜会場・連絡先＞ 
大正大学巣鴨キャ

ンパス（大会会場） 
〒170-8470 
東京都豊島区西

巣鴨 3-20-1  
大正大学 

 
第 18 回日本家族社

会学会大会実行委員会 
E-mail:k_sawaguchi
@mail.tais.ac.jp 
 
大会本部（大会当

日）： 
大正大学人間学部

人間科学閲覧室 
（ 2 号館 5 階）  
TEL: 03-5394-3065 
 

＜会場への交通路＞ 
 
  東京駅から 

・構内を徒歩で｢大手町｣→都営三田線高島平行き｢西巣鴨｣下車 
・JR 山手線内回り｢巣鴨｣→都営三田線高島平行き｢西巣鴨｣下車 

上野駅から 
JR 山手線内回り｢巣鴨｣→都営三田線高島平行き｢西巣鴨｣下車 

  羽田空港から 
   京急空港線｢三田｣下車→都営三田線高島平行き｢西巣鴨｣下車 

周辺地から 
・JR 山手線｢池袋｣東口→浅草雷門か西新井行き都営バス｢堀割｣下車徒歩２分 

   ・JR 埼京線板橋駅下車徒歩 10 分 
   ・都電荒川線（三ノ輪-早稲田間）｢庚申塚｣か｢新庚申塚｣下車徒歩７分 
 

＊東京（大手町）・上野・池袋各駅から「西巣鴨」あるいは「堀割」までの所要時間は 20-30 分です。 

  「西巣鴨」・「堀割」から会場までは、徒歩２分です。 

 ＊池袋（始発）のバス停は、東口を出た明治通り沿い（浅草雷門・地蔵通り行き）と、明治通りを渡

ったグリーン通り沿い（西新井・北車庫行き）の２カ所にあります。 
 

 
大会実行委員 
 
藤見純子（委員長・大正大学） 澤口恵一（大正大学） 嶋崎尚子（早稲田大学） 西野理子（東洋大学） 
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